












要約： 

1.鳥取県では、1990 年から実地調査事業の拡大を図った。これにより、県内出産例のほぼ

全例について、新生児期のモニタリングが可能となった。 

2.1990 年の実地調査成績を、1974 年から 1989年までの 16 年間の成績と対比して、報告し

た。奇形発生でとくに目立った増加を示すものはなかった。 

3.多指、合指をはじめ、1990 年は奇形報告頻度が低下した。真の発生数低下によるものか、

システムの拡大によるモニタリング精度への影響かについては、継続的実地調査成績を含

め、今後の検討が必要となった。 


